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阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
目
の

１
月
17
日
、
今
上
天
皇
・
美
智
子
皇
后

は
兵
庫
県
公
館
で
開
催
の
追
悼
式
典
に

出
席
後
、
音
楽
療
法
士
、
園
芸
療
法
士

の
方
々
と
懇
談
し
ま
し
た
。

を
地
道
に
続
け
る
人
々
で
す
。

　

社
会
の
一
隅
に
居
な
が
ら
、
社
会
を

照
ら
す
生
活
を
送
る
。
最
澄
の
至
言

「
一
隅
を
照
ら
す
」
を
改
め
て
想
起
し

ま
す
。
今
回
も
、
全
国
津
々
浦
々
で
真

っ
当
に
働
き
・
学
び
・
暮
ら
す
人
々
を

〝
労ね
ぎ
らい
〞〝
照
ら
す
〞
行
幸
啓
で
し
た
。

　

そ
の
20
年
目
の
追
悼
式
に
欠
席
し
た

宰
相
は
同
時
間
帯
、
ホ
テ
ル
コ
ン
ラ
ッ

ド
・
カ
イ
ロ
で
開
催
の
日
本
エ
ジ
プ
ト

経
済
合
同
委
員
会
に
出
席
。「
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｌ
と
闘
う
周
辺
各
国
に
、
総
額
で
２
億

ド
ル
程
度
、
支
援
を
お
約
束
し
ま
す
」

と
演
説
し
ま
し
た
。
そ
の
４
カ
月
前
に

も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、「
イ
ス
ラ
ム

国
」
掃
討
を
目
的
と
し
た
シ
リ
ア
領
内

で
の
空
爆
に
賛
意
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

「
首
相
『
空
爆
で
イ
ス
ラ
ム
国
壊
滅

を
』　

エ
ジ
プ
ト
大
統
領
と
会
談
」
と

「
日
本
経
済
新
聞
」
が
報
じ
た
電
子
版

は
現
在
も
閲
覧
可
能
で
す
。

　

続
い
て
の
訪
問
先
で
も
同
様
の
発
言

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ヨ
ル
ダ
ン
は
、

ア
カ
バ
湾
に
面
す
る
僅
か
12
　

km
の
海
岸

線
か
ら
更
に
７
km
も
奥
ま
っ
た
場
所
に
、

平
時
か
ら
大
量
の
「
水
」
が
必
要
不
可

欠
な
原
子
力
発
電
所
建
設
を
敢
行
す
る
、

地
震
国
に
し
て
内
陸
国
。

　

三
番
目
の
訪
問
国
で
は
国
立
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
記
念
館
で
以
下
の
挨
拶
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
深
い
悲
し
み
を
乗
り
越

え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
に
尽
く
し
た

人
た
ち
を
前
に
、
厳
か
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
」。「
特
定
の
民
族
を
差
別
し
、

憎
悪
の
対
象
と
す
る
事
が
、
人
間
を
ど

れ
ほ
ど
残
酷
に
す
る
の
か
、
そ
の
事
を

学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
」
と
。

　

持
論
た
る
日
本
版
「
積
極
的
平
和
主

義
」
の
思
い
を
吐
露
し
た
の
で
し
ょ
う
。

テ
ロ
リ
ズ
ム
も
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
も
許
さ

れ
ざ
る
蛮
行
。
が
、
同
様
に
戦
争
も
殺

人
も
許
さ
れ
ざ
る
愚
行
。「
空
爆
で
イ

ス
ラ
ム
国
壊
滅
を
」
と
の
明
言
は
、
昨

夏
の
ガ
ザ
侵
攻
に
も
〝
ブ
ー
メ
ラ
ン
〞

と
し
て
戻
っ
て
来
る
の
で
す
。

　

国
際
連
合
加
盟
１
９
３
カ
国
中
、
１

３
５
カ
国
が
承
認
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
政
府
の
領
内
に
、
最
初
の
10
日
間
で

５
０
０
ト
ン
以
上
の
ミ
サ
イ
ル
、
航
空

爆
弾
を
投
下
と
イ
ス
ラ
エ
ル
当
局
者
が

認
め
、
犠
牲
者
の
８
割
近
く
が
民
間
人

と
国
際
連
合
人
道
問
題
調
整
事
務
所
が

発
表
し
た
、「
境
界
防
衛
作
戦
」
な
る

イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍
の
攻
撃
で
す
。

　

而し
か

し
て
日
本
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
首
相
が
来
日
し
、
昨
年
５
月

12
日
に
署
名
し
た
「
共
同
声
明
」
で
、

サ
イ
バ
ー
兵
器
、
無
人
航
空
機
（
Ｕ
Ａ

Ｖ
）
等
の
高
度
な
ノ
ウ
ハ
ウ
技
術
を
イ

ス
ラ
エ
ル
か
ら
導
入
す
る
「
準
同
盟
国

関
係
」
へ
と
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

拉
致
も
許
さ
れ
ざ
る
悪
行
。
然し
か

る
に

シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
両
政
府
が
統
治
し
得

な
か
っ
た
辺
界
を
占
拠
し
た
「
イ
ス
ラ

ム
国
」
は
今
や
ヨ
ル
ダ
ン
と
同
等
の
面

積
を
擁
し
、
６
０
０
万
人
近
い
民
間
人

が
居
住
。「
空
爆
で
イ
ス
ラ
ム
国
壊
滅

を
」
の
大
言
は
、
ガ
ザ
地
区
に
暮
ら
す

パ
レ
ス
チ
ナ
人
へ
の
「
積
極
的
戦
争
主

義
」
と
同
義
と
中
東
で
〝
異
訳
〞
さ
れ

た
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
の
で
す
。

　

に
も
拘
ら
ず
極
東
の
〝
日
出
ず
る

国
〞
で
は
、「
動
画
、
合
成
じ
ゃ
な
い

か
」
と
防
衛
副
大
臣
が
発
言
し
、
画
像

解
析
専
門
家
と
称
す
る
人
物
が
テ
レ
ビ

や
新
聞
に
登
場
す
る
始
末
。
鳴
り
物
入

り
で
誕
生
し
た
筈
の
国
家
安
全
保
障
会

議
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
当
初
期
限
の

72
時
間
が
切
れ
る
２
時
間
前
で
し
た
。

　

何
故
か
日
本
で
は
「
パ
ー
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
」
は
、
奇
を
衒
っ
た
実
体
の
伴
わ

ぬ
行
為
を
指
す
単
語
。
が
、
本
来
は
、

優
れ
た
性
能
や
効
果
を
評
価
す
る
際
に

用
い
る
表
現
で
す
。「
満
州
事
変
に
始

ま
る
こ
の
戦
争
の
歴
史
を
十
分
に
学

び
」
と
新
年
に
感
懐
を
述
べ
た
天
皇
の

神
戸
で
の
営
為
、
中
東
で
の
首
相
の
営

為
、
そ
の
ど
ち
ら
が
戦
後
70
年
目
の
日

本
に
相
応
し
き
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

し
て
歴
史
に
刻
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〝
被
災
者
と
寄
り
添
う
〞〝
心
の
ケ
ア
〞

な
ど
と
「
アく

う

り

く

う

ろ

ん

ー
ム
チ
ェ
ア
な
言
辞
」
を

宣
う
議
員
や
学
者
と
異
な
り
、
避
難
所
、

仮
設
住
宅
を
経
て
復
興
公
営
住
宅
に
移

り
住
ん
だ
高
齢
者
の
元
へ
訪
れ
る
活
動 「パーフォーマンス」

★
次
号
３
月
号
の
発
行
日
は
２
月
27
日
（
第
４
金
曜
日
）
で
す
。


